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 欧米を中心に猛威を振るう新型コロナウイルスの感染者数が世界で８千万人を超えた。地球人

口の１％を上回り、１００人に１人以上が陽性となった計算だ。感染対策に前向きなアジアの比率

は比較的低い水準だが、未感染者にとってはいつ感染してもおかしくないリスクの高い状況が続

く。 

 死者も１７０万人を超え、感染力の高い変異種出現の報告も相次いでおり、引き続き基本的な感

染対策の徹底が求められている。一部で接種が始まったワクチンの効果に期待が集まる。 

 米ジョンズ・ホプキンズ大の集計によると、最も多い米国の感染者数は１９００万人超。全米人口

の５・９％に上る。米国と同様に対策を軽視し感染者数が世界で３番目に多いブラジルは７５０万

人超で、人口の３・６％に当たる。 

 中国に次ぐ「震源地」となった欧州各国も世界平均を引き上げている。フランスやスペインは１０

０人に４人以上が感染した計算に。日米欧で先駆けてワクチン接種を始めた一方、変異種への対

応に苦慮する英国の感染者数は人口の３・５％に当たる約２４０万人に上る。 

 感染者数が１千万人を超え世界で２番目に多いインドは、世界２位の人口１３億人超と比べると

０・７％。比率としては低い。最初に大規模感染が起きた中国も、その後抑え込んだとしており感染

者数は９万５千人超。人口比では０・０１％に過ぎない。 

 「オーバーシュート（爆発的患者急増）」（東京都の小池百合子知事）との言葉で危機感が強調さ

れた日本の感染者数は２２万人を超え、人口比で０・２％。近隣の韓国は０・１％となっている。 

 一方、世界保健機関（ＷＨＯ）で緊急事態対応を統括するライアン氏は１０月初旬の時点で、世

界人口の約１０％が既に感染した可能性があるとの推計を示した。７億７千万人に当たり、現時点

の感染者数のほぼ１０倍。根拠は示していないが、世界の全人口にウイルスが忍び寄っている現

状を印象付けた。（共同） 

 ※オーバーシュート 

 意図せず行き過ぎることや限度を超すことを表す英単語で、つづりは「ＯＶＥＲＳＨＯＯＴ」。航空機

が目標位置を過ぎた時などに使われるほか、金融用語では相場や有価証券の価格の行き過ぎた

変動を指す。日本の政府専門家会議や小池百合子東京都知事、安倍晋三前首相が新型コロナ

ウイルスの「爆発的患者急増」を示す言葉として今年多用した。英語圏では同様の趣旨で使われ

ていないとみられ「ＳＰＩＫＥ（スパイク）」などの表現が用いられる。 

 

 

 

 

 

 


